
風水害に備えましょう風水害に備えましょう
台風 集中豪雨 河川の増水 レジャー先での大雨

風に向かって
歩きにくくな
る。

風に向かって
歩けない。

車の運転を続
けるのは危険
な状態となる。

屋外での行動
は危険。ブロ
ック塀が壊れ
たりする。

屋根が飛ばさ
れたり、木造
住宅の全壊が
始まる。

やや
強い風

▼

強い風

▼

非常に
強い風

▼

猛烈な風

平均風速
１０～１５m

平均速
１５～２０m

平均風速
２０～２５m

平均風速
２５～３０m

平均風速
３０m以上

この程度の雨でも長
く続くときは注意が
必要。

側溝や下水、小さな
川があふれ、小規模
のがけ崩れが始まる。

山崩れ・がけ崩れが
起きやすくなる。都
市では下水管から雨
水があふれる。

地下室などに雨水が
流れ込んだり、マン
ホールから水が噴出
したりする。多くの
災害が発生する。

雨による大規模な災
害の発生するおそれ
が強く、厳重な警戒
が必要。

ザーザーと降
る。

どしゃ降り。

バケツをひっ
くり返したよ
うに降る。

滝のように
（ゴーゴーと）
降り続く。

息苦しくなる
ような圧迫感
があり、恐怖
を感じる。

やや
強い雨

▼

強い雨

▼

激しい雨

▼

非常に
激しい雨

▼

猛烈な雨

１時間雨量
１０～２０mm

１時間雨量
２０～３０mm

１時間雨量
３０～５０mm

１時間雨量
５０～８０mm

１時間雨量
８０mm~

知知っていますか？ 風水害に備える10のポイント
行動編
１ 大雨が予想されているときは、こまめに情
報をチェックする
�大きな建物の中や地下にいると、外の様
子がわかりません

２ タイミングを失わないよう、早めに自主避
難の判断をする
�女性は５０センチ、男性は７０センチが歩行
できる水位です

３ 近所で声をかけ合って、協力して避難する
４ 歩きやすい服装や運動靴で避難する
�マンホールや側溝に気をつけ、長い棒を
杖代わりにします

台風やゲリラ豪雨による被害が各地で発生しています。いざという時、被害を最小限にするた
めには日頃の備えと適切な行動が大切です。皆さんで、再点検してみましょう。

問／危機管理課 内２３７４ �４６３―１７８８

雨の強さ

準備編
１ 梅雨期や台風が来る前に、家の周りの排水溝や雨
どいを掃除する
２ 防災情報の入手先を確認する（左ページ参照）
３ 大雨のときに注意すべき場所を確認する
�地下道や水路の周辺など

４ 土のうや止水板を準備する（左ページ参照）
５ 非常持出品を準備し、定期的に中身を確認する
�停電や断水に備えた備蓄品も準備しましょう

６ レジャー先では、特に気象情報に注意する
�海→高潮、山→がけ崩れ、川→急な増水

風の強さ
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ごみ袋

ごみ袋み袋

朝霞市役所

朝霞税務署

朝霞郵便局前

朝霞税務署入口

青葉台
公園

朝霞の森

大雨時の
疑似体験が
できます！

ホームページ・登録アドレス・QRコード
埼玉県ホームページ
http : //micos-sa.jwa.or.jp/metro/saitama/pc_web/

埼玉県防災情報メール（事前登録制）
http : //saitamapref.bosai.info/bosaimail/index.html
登録アドレス（空メールを送信）
saitamaken@jijo.bosai.info
荒川上流河川事務所ホームページ
http : //www.ktr.mlit.go.jp/arajo/index.html

朝霞市メール配信サービス（事前登録制）
登録アドレス（空メールを送信）
https : //e.bme.jp/bm/p/f/tf.php?id=asaka_city
※「e.bme.jp」のドメインから受信できるように設定してください。

入手できる情報

市内の降雨量や新河岸川、黒目川
の水位が確認できます

気象情報や避難勧告等がメールで
届きます

荒川、新河岸川の水位が確認でき
ます

朝霞市からの情報がメールで届き
ます

初初期の段階での水防工法

防防災情報などの入手先（インターネット、メール）

問…問い合わせ 内…内線

降雨体験車

プランターとレジャーシートによる工法
土を入れたプラン
ターをレジャーシ
ートで巻き込み
使用します。

止水板による工法
長めの板などを使用し、
出入り口の浸水を防ぎ
ます。

小規模な水災で水深の浅い初期の段階であれば、身近なものを使った簡易な水防工法でも浸水を防ぐこ
とができます。ただし、これらはあくまでも簡易的なものなので、危険を感じる前に早めに避難しましょう。

市では、災害対応能力の向上や防災意識を高めるため、総合防災訓練を実施します。
さまざまな訓練や体験・啓発コーナーなど、たくさんの見所がありますので、ぜひお越しください。

９月１日（日）に総合防災訓練を行います

会場案内図

ゴミ袋による簡易水のう
４０リットル程度の容量のゴミ袋を二重にして、中に半
分程度の水を入れて口を閉めます。これをダンボール
箱に入れ、連結して
使用します。出入り
口などに隙間なく並
べます。

ポリタンクとレジャーシートによる工法
１０リットルまたは２０リット
ルのポリタンクに水を入れ、
レジャーシートで巻き込み、
連結して使用します。

時間／午前９時～１１時３０分
会場／朝霞の森（基地跡地）

参加、体験型訓練
●心肺蘇生法、応急救護
●初期消火訓練
●煙体験、自然災害体験
●降雨体験、地震体験

訓練内容／
見学型訓練
●救出・救助訓練
●消防ポンプ車によ
る一斉放水
●資機材等の展示、
企業等の啓発ブー
スなど
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